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NPO などによる社会貢献活動は、福祉分野から
社会教育、まちづくりに至るまで幅広く行われてい
ます。「新しい公共」として行政と NPO などとの協
働は、身近なところでは市民活動団体の支援拠点や
子育て支援施設の運営など徐々に広がっています。
しかし、多くの市民活動団体は継続した活動が難し
く財政的にも厳しい状況があります。

そこで市民活動団体による長年の要望により、
2011 年 6 月に特定非営利活動促進法が改正され
ました。申請手続きなどが簡素化し会計上からも
NPO 法人の活動が分かりやすくなり、さらに「仮認
定制度」が導入されたことで、設立して 5 年を超え
る NPO 法人についても 3 年の間「認定 NPO」と同
様の税制優遇が受けられるようになるなど、条件が
緩和されました。個人が「認定 NPO」に寄付をする
と寄付金控除が受けられ、所得控除や税額控除が
受けられるようになったことで、個人が寄付しやす
く、NPO 法人も寄付を受けやすくなったのです。い
うなれば、市民自身が自分の意思で税金の流れを
変えることができる制度となり、市民活動団体を育
てることができるしくみとなりました。

ひと・まち社は NPO 法人となって 10 年を超えま
したが、この機会に「認定 NPO」取得をめざします。

「認定 NPO 法人」は「NPO 法人」よりも公益性が
求められますが、ひとまち社は市民参加型の社会
を実現するために調査研究活動を実施し、広く市民
社会に情報発信を行ってきました。これまでも市民
グループとの連携による高齢者に関する調査「介護
保険制度検証のための基礎調査」をはじめ、利用

者調査や子ども調査を実施するなど利用者の立場
から制度の検証を行い政策提案につなげています。
それらの実績を踏まえて現在の主な事業としては、
東京都の福祉サービス第三者評価機関として評価
事業を行い、利用者の立場に立った評価に努めて
います。NPO 法人として事業性を高め、事務局に
社会保障をつけることも実現することができました。
昨年は助成金をもとに高齢福祉や子育てに関わる
調査、市民後見の可能性を探る成年後見講座など
の調査活動を実施し、子どもから高齢者に至るまで
意志表示の難しい層に対しては地域社会のサポート
が必要なことを実感しました。今後も引き続き調査
活動を積み重ね「市民シンクタンク」として市民生
活に沿った調査研究を進めていきます。

ひと・まち社にとって「認定 NPO 法人」となるこ
との最大の課題は 100 人の寄付者を集めることで
すが、3000 円以上の寄付者を 100 人以上集める
ことができれば「認定 NPO」としての条件が整いま
す。より多くの市民の意志を運営に反映させるため
にも皆様のサポートが必要です。政権が代わり地域
主権や市民自治などは後退しそうですが、これを機
会に改 正 NPO 法を活かし、
市民による地域社会づくりを
足元から進めていきたいと思
います。

認定 NPO に向けて「ひと・
まち社」への寄付のご協力
をお願いいたします。




